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曰本産マウスからのＥｊ川〃/αルノＣｌ【/Ｍ"たの

分離，同定，及びＬｉｆｅcycle
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竹内勤＊

浅見敬三＊

田辺将信＊

藤原達司ｔ

(昭和54年８月22日受領）

販マウスから自然感染しているＨ"zeriaを分離し，同

定する機会を得た．本報においては分離したＥ〃ｅ７ｚａ

の発育環，又，各ステージの虫体の計測等について研究

を行った結果，本Ｅ〃ｅｒｍをＥ､九ＪＣｆ/Ｍ"ｉｓと同定

したので概要を報告し，あわせて従来の報告との比較検

討を試みた．

緒言

マウス（Ｍ`ｓ,,z"Sc"んs）を宿主とするＥ〃ｅ７ｉａは

現在までに15種記載されてるが，ｌｉｆｅcycleの研究は比

較的少なく，Ｅｉ"ze加允JCA/bγ"zis(Harberkorn,1970；

Ｏｗｅｎ，1975)，Ｅ・んZcjybγ〃ｓｕαγ・Ｐｍｇｅ"sis(Mesfin

andBellamy，1978)，Evermiformis（ErnsteZaL，

1971；ToddandLepp，1971）及びＥ・たγγis八Levine

andIvens，1965；ＡｎｋｒｏｍｅＺａＺ.，1975）の四種を数

えるのみである．

このうちＥ九Zci/Ｍ'2ｉｓはマウスのＥｉ"ze'一Ｊαの

typespeciesと考えられていたが（ToddandLepp，

1971)，そのｌｉｆｅcycleについてはHarberkorn(1970）

の研究に至るまで詳細に検討されていなかった．しかし

現在に至るまで依然としてＥ・んZci/Ｍ'２ｉｓの発育環

に関しては異なるデータが報告されており，Ｏｗｅｎ

(1975）はこれらの混乱の多くはｌｉｆｅcycle観察中にお

ける他種Ⅲ"zeriaの混合感染によるものと考えている．

従来からＥ､/izZci:/bγ伽Ｓの同定は主としてmero‐

zoite，及びoocystの形態的観察によっているので，上

述の発育環に関する混乱がＯｗｅｎ（1975）の云うように

他種Ｅｉ"ｚｅｒｍの混合感染によるものか否かは更に検討

する必要があろう．しかし，Harberkorn（1970）によ

る詳細な研究は一応Ｅ・んZci/bγ”ｓについての標準的

な記載と考えてよいと思われる．

我々は従来からＥｉｍｅｒｉα感染における再感染抵抗性

獲得のメカニズムについて興味を持っていたが，今般市

材料及び方法

１）Ｅｉ"ze7ia-力ｅｅマウスの作製，及び飼育

当教室に飼育，保存せるＩＣＲ系マウス（５～７週齢）

を滅菌ケージ内で飼育して，７日間連続して検便を行な

い，Ｅｉ７"eγ/αのoocyst排出のない雌雄マウスを選択し

た．次にこれらのマウスを交配させ，妊娠直後のマウス

５匹を選択し，これらを温湯で洗浄し，７０％アルコール

で全身を消毒後，乾燥，更に日光に60分間晒した後，殺

菌灯を備えた滅菌室内に置いた滅菌ケージ内に移して飼

育した．これらのマウスについても毎日検便を行ない，

oocyst排出のないことを確認した．更にマウスが分娩

し，仔が離乳後は親を除き，仔のみで飼育，繁殖させた．

飼育は原則として－日おきにケージ，敷ワラ，水（何

れも滅菌済）を交換し，給水ピン，及び餌箱は－週間毎

に滅菌した．検便はケージ交換時に行ない，oocyst排

出のないことを確認した．

２）Eillzeγiαの分離

まず当教室に保持せる市販マウスより自然感染マウス

を選び，それより，oocystを回収し，２％重クロム酸

カリ液中でsporulateさせ，上記のＨ,"ｅ７ｉａゾ１，℃ｅの

マウスに経口投与した．新しく排出されたoocystは同

様にsporulateさせ４Ｃに保存した．

分離したＥ〃eγiαの同定のためには上述のように保
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存したoocystを更に希釈して，一個のoocystを含む

試料を作製し，３匹のEil"ｅ７ｉａ－介歴マウスに投与し

た．その結果，２匹のマウスよりoocystの排出がみら

れたが，oocystの形，大きさ，及びprepatentperiod

などから同一と考えられ，又得られた２株のoocystの

混合感染が起ることを防ぐため，一匹のマウスから得ら

れたoocyst株について以下の如く同定を行った．

３）感染実験，及び形態観察

前述の如く作製したＥ〃eria-/Ｍの５～７週齢の雌

雄マウスを使用し，500個のsporulatedoocyst（非致死

量）を滅菌ゾンデにより経口投与した．Ｅｉ''2eγiα感染後

は更に自然感染が加わるのを防ぐため，一般動物室から

隔離し，滅菌ピニールシートでおおった飼育棚内で飼育

した．これらの飼育棚もやはり上述の殺菌灯存在下の滅

菌室におき，ケージ，敦ワラ，餌箱，餌，飲料水，その

他を毎日滅菌済のものと交換した．

感染マウスは通常３群に分け，第１群はＯＰＧ（COC‐

ystpergramoffeces）を観察するグループ，第２群は

生鮮標本観察，及びシャウジン固定後のハイデンハイン

氏へマトキシリン染色による観察群，第３群はホルマリ

ン固定後，組織切片を作製しＨＥ，及びトリプル染色を

行なった．

生活環の各ステージの虫体の大きさの計測は生鮮標本

を用いてsporulatedoocyst（500個)，sporocyst（150

個)，sporozoite（500個)，merozoite（500個)，及び

macrogametocyte（150個）の測定を倍率1,000倍でミ

クロメーターを用いて行った．前記のカッコ内は測定し

たサンプル数をし，これらの測定値から平均，及び標準

偏差値を算出した一方，microgametocyteは生鮮標

本では同定困難であったので，ホルマリン固定した同一

標本にトリプル染色を行った組織標本とシャウジン固定

後ハイデンハイン氏へマトキシリン染色を行った塗抹標

本について測定した．ただし，トリプル染色を行った標

本が最もmicrogametocyteの同定が容易であった．

４）電子顕微鏡による観察

感染マウスの結腸上部を感染３～７日めの適当な時期

に切除し，更に細切して，2.5％グルタールアルデヒド・

リン酸緩衝液ｐＨ7.4で30分間，４Ｃで固定し，更に１

％オスミウム酸で60分間，４Ｃで後固定を行った．試料

は更にリン酸緩衝液を用いて洗浄し，エタノール・アセ

ン系列を用いて脱水した．包埋はＥｐｏｎ８１２を使用し，

Porter-B1umMT-2BUltramicrotomeによって超薄切

片を作製した.観察には切片を酢酸ウラン,硝酸鉛で二重

染色した後,日立ＨＵ－１２ＡＳ型の電子顕微鏡を用いた．

実験結果

１）Oocyst，及びsporogony

Oocystの形態の多くは長楕円型で，まれに球型のも

のも観察された．Oocyst壁は厚さ１～L5Iuで無色の滑

らかな構造物として観察される．Sporulatedoocystの

大きさは16～23/z×15～20/』（20.1±1.32β×17.8±Ｌ２２

β）（Fig.１）でoocystresiduumはみられなかった．

しかし１～３個のpolargranule（１～３’×１～２'）

が観察された．

Sporocystは１１～13’×６～８β（11.6±0.57'×６．７

±0.55,u）の大きさで，Stiedabodyは明瞭であった．

Sporocystresiduumは４～５β×３～５，ｕ(4.7±0.46/ｚ

×３．９±0.61β）の球型，又は長楕円型で頚粒状構造物

の集合体として観察された（Fig.２)．Sporozoiteは一

端をまげた状態で存在し（Fig.３)，脱殻用培養液（ＤＣ‐

ranl973）中ではsporulatedoocystの先端部に径2.5

～３/ｚのmicropyleを認め，sporozoiteはこのmic‐

ropyleより脱殻を行なう（Fig.４)．Sporozoiteの大き

さは13～15β×３/zであった（Fig.５）．しかし，伸長時

には17～20/u×２．５～３/ｚとなり，２個のrefractilebo‐

ｄｙもそれに伴って伸長するのがみられた．

２）Schizogony，及びgametogony

Sporulatedoocyst500個投与後，８時間でsporozoite

が盲腸にみられ，２４時間で初めてmononuclearschi‐

zont（Figs､６，７）が形成され，感染後36時間で初めて

Istgenerationschizontがみられる（Fig.８)．しか

し，小腸ではsporozoiteの侵入，及びそれに引き続い

てのmononuclearschizontの形成はみられるが，それ

以上の分化，発育は観察されず，そのまま宿主細胞と共

に体外に排出されるものと,思われる．

感染５日目のschizontは大体18～20β×10似のサイ

ズで，約８個体のmerozoite（15～20/z×２β，平均18.7

±0.9Zu×２'）を含み（schizontA）（Fig.９)，電顕

的には核，microneme，pairedorganelle等が明確に観

察される．これらのmerozoiteは感染６日目に形成さ

れる小さいmerozoite（後述）の約３倍も大きく，又，

この小型のmerozoiteに比してmicroneme等のｏｒ‐

ganelleの発達も良好であった．Parasitophorousva‐

cuoleは一層の限界膜より成っていると思われ，又，

vacuoleの膜から多数の小突起が現れるのがみられた．

まれに感染５日目でもschizontAよりやや小さい

schizont（７～10β×７～10,(４）（schizontB）が観察さ

（１８）
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れたが，このschizontB内には前述のschizontA内

のmerozoiteより更に小型の約８個体のmerozoite

(10～13/α×２β，平均１１．７±0.98'×２/z）がみられた

(Figs、１２，１３)．又，Ｆｉｇ．１４にはschizontA,Ｂが出

現する感染５日目の結腸の組織像を示した．又，多重感

染もしばしば観察され，一個の粘膜上皮細胞内に少なく

とも数個のpanasitophorousvacuoleが形成され，そ

の各々でmononuclearschizontが形成されている像が

みられた（Fig.１５)．Ｆｉｇ．１６には１個の細胞内に３個

の成熟schizontが形成されている像を示した．感染５

～６日目にはmerozoiteが糞便中にも多数観察される

ようになるが，時に感染４日目からすでに観察される

(Figs、１７，１８)．糞便中のmerozoiteは鎌状を呈し，そ

の運動は活発で屈伸，滑走様運動を示した．又その運動

性は４Ｃで２４時間保存した後でも失われなかった．感

染６日目の腸管上皮細胞には新たに４個のmerozoite

(５～８β×２β，平均6.9±q78lu×２’）を含む５～７/（

×５～６’の小型のschizont（schizontC）が形成さ

れているのがみられ（Fig.１９)，schizontC形成後更

に６～７時間たつとschizontA-Cのmerozoiteより

更に小型の約40～50個のmerozoite（３～５’×1.5～２

ｌｕ，平均4.3±0.76"×1.5～２β）を含むschizont（５

～15/`×３～８，α）（schizontD）が盲腸，結腸，直腸の

粘膜上皮細胞に多数みられる様になる（Figs、２０，２１，

２２)．SchizontC-Dにおけるmerozoiteは電顕的観察

からはSchizontA-Bに比してmicronemeの発達が

極めて悪いしかし分裂様式そのものはＥ・んZCi/１０γ‐

'"iｓ（Pell6rdy，1974）と本来コクシジウムにみられる

schizogonyのメカニズム（AikawaandSterling，

1974）と大差ないものと思われた．Parasitophorous

vacuoleの小突起もやはり多数みられた(Figs､２３，２４)．

gametocyteはschizontDの形成直後(感染6.5～７日）

に最も多数みられ，主として盲腸，結腸に分布する．こ

のことから雌雄のgametocyteはこのschizontDの小

型のmeroziteから形成されるものと考えられた．感染

後７日目におけるmacrogametocyteの大きさは９～２０

１α×８～17/』（13.7±3.83'×12.0±2.17/z)であり(Figs、

25,26)，電顕的には二種のwall-formingbody(ＷＦ)，

amylopectin穎粒，及びスポンジ様構造をしたpaired

organelle等を認める（Fig.２７)．又ＷＦの大きさは

ＷＦＩ（0.3’～0.5’)，ＷＦⅡ（0.7’～Ｍ）であり，

ＷＦＩはＷＦⅡに比して小さい，そしてＷＦⅡは均

一な構造物として観察された．Microgametocyteは８

～11/u×６～８’であった(Fig.２８)．Figs、２９，３０には

種々の段階のgametocyteがみられる感染７日目の結腸

の組織像を示した．雷顕的には分裂後と思われる多数の

核，及び核とmicrogametocyteの細胞膜との間にＣｅ‐

ntrioleなどが観察できた（Figs、３１，３２)．又，少し分

化したmicrogametocyteでは鞭毛形成像も観察された

(Figs,３３，３４)．Microgameteは３×０．３～0.5’の大き

さで，約５β長の２本の鞭毛を持つのがみられた．電顕

的にはmicrogameteの鞭毛の種々の断面が観察された

(Fig.３５).以上計測したschizontsおよびgametocytes

サイズをＴａｂｌｅ２にまとめた．

３）反復感染と寄生部位の関係

Ｅｉ,"eγiα一介ｅｅのマウスにsporulatedoocystを１回，

1,000個投与した場合の寄生部位をＴａｂｌｅｌに示した．

これから判るように寄生部位は主として盲腸，及び結腸

上部であり，schizontC，Ｄ，及びgametocyteは結腸

下部，又，結腸下部におけるよりは少数であるが直腸に

も寄生がみられた．

Sporulatedoocystを１日１回1,000個ずつ３日連続し

て投与するとschizontA，Ｂが回腸下部，直腸にもみ

られ，gametocyteも多数回腸下部，及び直腸に出現す

ＴａｂｌｅｌＧｒｏｗｔｈａｒｅａｏｆＥ伽eγiα/iqZci/bγ〃sisolatedinthisstudy

ＳｃｈｉｚｏｎｔＣ，Ｄ
(ｏｎ６ｔｈｄａｙｏｒ６ｔｈ

ｄａｙ＋６hrs）

SchizontA，Ｂ
(ｏｎ５ｔｈｄａｙ）

Gametocyte
bn7thday）

Location

Stomach

Jejunum

lleum

Caecum

Colon，upper

Colon，ｌｏｗｅｒ

Ｒｅｃｔｕｍ

士
舟
冊
什
什

Ⅲ
冊
什
什

什
冊
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Table2MeasurementsofmatureschizontsandgametocytesinHme7/αんJci/bγ"zis

isolatedinthisstudy

Merozoitecontained

number
Schizonts Ｓｉｚｅ

Schizo職w鰍:t慨)腱

Schiz･脇息lrf51h7ti:！)膜

Schizo蹄;恩納飼鼠；）
SchizontD：５－１５ノリ×３－８'

（observedon6thday＋６hrs）

８

８

4

40-50

１８．７±０．９７ノリ×２β

１１．７±０．９８/Ｕ×２Jｕ

6.9±0.7azU×2｣u

4.3±０．７６ノピ×１．５－２β

Gametocytes

Macrogametocyte
（observedon7thday）

Microgametocyte
（observedon7thday）

Microgamete
bbservedon7thday）

１３．７±３．８３’×１２．０±２．１７ｌｕ

８－１１Ｉｕ×６－８β

３×0.3-0.5/ｕｗｉｔｈｔｗｏＨａｇｅｌｌａ（5,ulength）

るようになる．Ｆｉｇ．３６にこの反復感染によって回腸下

部に現れたschizont（schizontA，又はＢ）を示した．

又，schizontC，Ｄも反復感染によって回腸下部にも

みられるようになり，反復感染によって寄生部位がいく

らか拡大することが示唆された．

４）Sporulatedoocyst投与数とoocyst産生の関係

Fig.３７に示したようにsporulatedoocystlO～500個

程度の少ない投与数の範囲では投与数を増加するにつれ

てＯＰＧ値も増加した．

qtedoocysts
〆

”

我'

４'

【
‐
】

「可

L｣

考察

我々が本実験において分離したＥ〃ｅｒｉａと他の研究

者によって記載されたマウスのEil"eriaの比較をTable

３に示した．なお，この表にはその生活環が良く知られ，

ている種だけを載せた．本実験で分離したＥ〃ｅ７ｉａの

oocystはCernAandS6nand（1974）により記載され

たＥ・んZci/bγ〃ｓＵαγ､〆age"sｉｓとは大きさにおいて

異なり，Ｅ・たｒ７ｉｓｉ（LevineandIvens，１９６５；Todd

andLepp，1971）とはsprocystresidiuumの形態が異

なった．そしてＥ､九ＪＣｆ/bl-'"iｓ（Wenyon，１９２６；ＣＯ‐

rderodezCanpillo,１９５９；Ｏｗｅｎ,1975)，Ｅ､ｕｅγ'"i/b‐

'wzis（ErnsteZaZ.，1971)，及びMesfinandBellamy

(1978）により記載されたＥ､／Ｍ２/bγ"ziSzﾉα〆.Ｐｍｇｅ‐

"sｉｓとは良く一致した．しかしながらＥ､ｕｅγ'"〃bγ')ziS

(ErnsteZaJ.，１９７１；ToddandLepp,1971）とはこの

種が小腸にしか寄生しないことから本実験で分離した

の
○
ｌ
ｘ
）
Ｃ
Ｑ
。

Dqysqfter「nfection

Ｆｉｇ．３７Ｍｅａｎｖａｌｕｅｓｏｆｏｏｃｙｓｔｏｕｔｐｕｔｉｎ

ｌＣＲｍice（ｍａｌｅ５－６ｗｅｅｋｓｏｆａｇｅ）with

variousnumbersofsporulatedｏｏｃｙｓｔ２５

ｍｉｃｅｗｅｒｅｕｓｅｄｆｏｒｅａｃｈｇｒCup．

（２０）
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Ei'"”iαとは明らかに異なり，Ｅ､/izZci/b"‘ｉｓＵａハ

P7age"siｓ（MesfinandBellamy，1978）とはmerozo‐

iteの出現の仕方に違いを認めた．即ちＥ,九Zcj:/bγ"zis

uaハ〆α9℃'rｓｉｓ（MestinandBellemy,1978）では４回

のasexualgenerationの経過中，大型（12.4～13.3β

×1.8～2.Ｍ，と小型（４５～5.0ﾉﾘ×1.2～Ｌ６ﾉﾋﾞz）の

merozoiteが交互に出現し，最終的には４thgenerati‐

ｏｎの小型のmerozoiteよりgametocyteが形成され

るとされる（MesfinandBellamy，1978）のに対し，本

実験で分離したＨ"Jeγiαは感染経過に従って出現する

merozoiteの大きさは減少していき，感染６～6.5日目

における最Ｍ､型のmerozoite出現直後にgametocyte

が出現する．しかし両者は，大小のmerozoiteの出現

の仕方は異なるが小型のmerozoiteからgametocyte

が形成されるという点では一致した．又，schizontに

含まれるmerozoiteの数においても最終世代のschi‐

zontでは大きく異なりＥ､九Zci/b,wzisuαγ・Ｐγα9℃"sｉｓ

(MesfinandBellamy，1978)では18個のmerozoiteを

含むのに対し本実験で分離したEillZeγ/αでは４０～50個

を含んでいる．そしてWenyon（1926）はＥ／ＭＺ/b‐

γ"'ｉｓを感染させたマウスの腸上皮細胞中に３０個以上の

小型のmerozoiteを含むschizontを観察しているこ

とから，我々は，本実験で分離したＥｉ，"eγiαはＥ・ん‐

Zcj7b7"ｚｉｓｕａ７.Ｐγage"siｓ（MesfinandBellamy,1978）

とoocystの大きさ，形態，寄生部位，prepatentpe

riodにおいて極めて類似はしているが，異なる種と考

え，Ｅ､/tzZci/１０，Ｗｚｉｓと同定するのが妥当と考えた．し

かし，Ｅ､九ＪＣｉｔ/Ｍ"ｉｓについては以下に述べる多くの

異った見解が示されている．

寄生部位ではTable3にその概要をまとめたが，Ｅ、

九Zci/bγ"zｉｓにおける初期の研究では，stomach，small

andlargeintestineとしている研究者(JacksonClarke，

1895：Wenyon，1926より引用)もみられ,又，Wenyon

(1926)もその寄生部位をintestineとしか明記していない

ため，現在に至るまで混乱があるが,その後,各研究者が

実際に観察し記載したデータでは盲腸と結腸が主な寄生

部位であるという点で一致している．我々の得た寄生部

位についてのデータはSchuberg(1897)，Reimer(1923)，

Harberkorn（1970）及びＯｗｅｎ（1975）とほぼ同じで，

大型のschizontに関しては盲腸，及び結腸上部が主な

寄生部位という結論を得ている（Tableｌ)．Prepatent

period,及びasexualgenerationの回数についても寄生

部位と同様Ｅ九Zci/bγｍｉｓにおいては一致した結論に

達していない.PrepatentperiodについてもＴａｂｌｅ３に

みる如く大体４～９日と一定しておらず，Harberkorn

(1970）によれば理由は不明であるがprepatentperiod

はsporulatedoocyst投与数を増やすと短縮するといわ

れ，又，Ｏｗｅｎ（1975）は自然感染或いは二種以上の

Ｅｉ"zeγiαの混合感染が起きていたためであろうと考え

た．Harberkorn（1970）の観察した上記の現象はＥ、

九JＣｆ/bγ"ｚｉｓｕαγ・Ｐｒａｇｅ"sハ（MesfinandBellamy，

1978）では，観察されなかった．本実験条件下では

prepatentperiodは７日であった．しかし，oocyst排

出のｐｅａｋが大体８～10日という見解ではほぼ一致して

いる．以上の様にＥ九JＣｆ/１０γ,"ｉｓのprepatentperiod

については更に詳細な研究が必要と考えられるが，E

fzzci/Ｍ'zｉｓとして包括されている種の中に変種が存在

する可能性もあろう.Asexualgenerationの回数につい

ては３回（Ｏｗｅｎ，1975)，及び４回(Harberkorn,1970）

と二通りの見解が存在する．本実験においてはasexual

generationの回数について詳細な検討は行なわなかっ

た．

電顕的観察からは，感染後６～6.5日目に出現する

gametocyteに分化して行くと思われる小型のmero‐

zoiteが電顕的にもっと早い時期に出現する大型のｍｅ‐

rozoiteと大きさのみならず，organelleの発達等の点

で異なることが示唆されたのは大変興味深く，更に詳細

な研究の対象となろう．又，大型のmerozoiteには，

長大なミトコンドリアが観察され，おそらくこのｍｅ‐

rozoiteには１個だけのミトコンドリアが存在するもの

と考えられた．そしてこの所見はPell6rdyeZaZ.(1974）

によるＥ・んZci/bγｍｉｓのmerozoiteのミトコンドリ

アがやはり長大な１個のミトコンドリアからなるという

観察と一致した．本種のmacrogametocyteについては

wall-formingbody（ＷＦ）の形態が現在知られている

Ｅ〃eγiαの中ではＥ・んZci/b7wzis(ScholtyseckeraZ、

1971）だけがもつといわれる特徴と良く一致した．即ち

ＷＦＩの大きさがＷＦⅡより小さく，ＷＦⅡが均一

な構造を示すことである．そしてScholtyseckeraZ．

(1971）により記載されたＷＦの大きさはＷＦＩ（0.3

')，ＷＦⅡ（１Jα）であり，我々の得た結果ＷＦＩ（０．３

〃～0.5〃）ＷＦⅡ（0.7’～Ｍ）とほぼ一致した．又，

microgameteの鞭毛の数については，ScholtyseckeZ

aZ．（1971）によれば，２本の長い鞭毛と虫体に沿った

１本の短い鞭毛，合計３本の鞭毛が存在するとされてい

る．我々の観察からは光頭では明らかな２本の長い鞭毛

を観察し，電顕的には２～３本の鞭毛の存在が示唆され

た．

（２２）
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以上の如く，Ｅ､／Ｍｉ/bγ''２ｉｓに関しては，その寄生

部位，prepatentperiod，及びasexualgeneration等

について依然種々の異なるデータが提出されているが，

本論文に述べた根拠により，このＥｉ'"eγｉａｓｐ・をＥ、

九Jci/１０γ'"ｉｓと考えるのが妥当であろうと,思われた．

要約

市販マウスより分離したＥ加川α属原虫を検討し，

以下の所見を得た．

１）Sporulatedoocystの大きさは２０．１±1.32｣ｕ×

1.78±1.22βで，１～３個のpolargranuleがみられ，

sporocystは11.6±0.57〃×６．７±0.55〃で，顕著なsti‐

edabodyとsporocystresiduumを認めた．

２）Sporozoiteは静止時には１３～15,α×３β，伸張時

には17～20β×２．５～３ノリであった．

３）Istgenerationschizontは感染36時間目に初め

てみられ，感染５日目になると１８～20/`×10似で約８個

の大型のmerozoiteを含むschizontが盲腸，結腸上部

にみられた．まれではあるが，ほぼ同時期にやや小型の

merozoiteを含む小型のschizontも認められた．これ

らのmerozoiteは感染６日目には，腸上皮細胞中に殆

んどみられなくなり，変って盲腸，結腸，直腸に４個の

小型のmerozoiteを含む小型のschihontがみられる様

になる，更に６～７時間後には４．３±0.76/u×１．５～２浜

と最例､型の40～50個のmerozoiteを含むschizontが

認められた．又，感染５日目の大型のmerozoiteと６

日目以降に現れる小型のmerozoiteでは電顕的にｏｒ‐

ganelleの発達の程度に差がうかがえた．

４）Gametocyteは感染6.5～７日目に主として盲腸，

結腸，直腸に，又まれに回腸下部に認められた．mac‐

ro-，及びmicrogametocyteの大きさはそれぞれ13.7±

3.83β×12.0±2.17〃，８～11’×６～８βであり，micro‐

gameteは光顕的には３×0.3～0.5βで約５似長の２本

の鞭毛を持つのがみられた．

５）Prepatentperiod，及びpatentperiodは各々７

日，６日であった．

６）Sporulatedoocystを反復感染させると感染５日

目に大型のschizontが回腸下部，直腸にもみられ，寄

生部位が拡大することが示唆された．

７）Oocyst投与数の少ない場合，ＯＰＧは投与数が

増えるにつれて増加した．

これらの実験結果，特にoocyst，merozoite等の形

態，寄生部位，その他を従来の記載と比較した結果，本

原虫をＥ・fJZcjybγ''2ｉｓとするのが妥当と考えた．
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j Abstract j

STUDY ON EIMERIA FALCIFORMIS: ISOLATION FROM THE LABORATORY

MOUSE AND CHARACTERIZATION OF ITS LIFE CYCLE

Seiki KOBAYASHI, Tsutomu TAKEUCHI, Masanobu TANABE,

Yoshimasa KANEDA Keizo ASAMI

{Department of Parasitology, School of Medicine, Keio Uni

versity, Shinjuku, Tokyo)

AND TATSUSHI FUJIWARA

(Electron Microscope Laboratory, Keio University, Shinjuku, Tokyo)

A strain of Eimeria sp. was isolated from a laboratory mouse and the detail of its life

cycle was characterized.

The size of sporulated oocyst was 20.1 ±1.32 pX 1.78±1.22 p and contained 1-3 polar

granules. The sporocyst was 11.6±0.57 /*X6.7±0.55 p and was found to have a distinct stieda

body as well as a sporocyst residuum. The size of sporozoite was 13-15 ft X 3 p.

The 1st generation schizont was first detected at 36 hours of infection, and on 5 th day

of infection, numerous number of large schizonts containing about eight large merozoites were

found in caecum as well as in upper colon. Although rather rare, the smaller schizonts con

taining smaller merozoites were also detected at the same time of infection. These merozoites

are released, reenter the epithelial cells of caecum, colon or rectum and eventually develop

into small schizonts containing 4 merozoites. In 6-7 hours, the schizonts appeared to develop to

40-50 contain small merozoites (4.3 ±0.75/iX 1.5-2 p).

An electromicroscopical observation revealed that organelles of the larger merozoites

observed on 5 th day are much more developed than those of smaller merozoites on 6 th day.

Gametocytes were primarily observed on 6.5-7 th day of infection around caecum, colon

and rectum, and also in lower ileum at much lower incidence. The size of macro- and micro-

gametocyte was 13.7±3.83^X 12.0±2.17^ and 8-11 p X6-8/Z respectively. The microgamete

was measured to be 3X0.3-0.5/^ and found to have two flagella of 5 p length.

Prepatent and patent period were 7 and 6 days respectively.

When Eimeria-iree mice were repeatedly infected with sporulated oocysts of the isolated

Eimeria sp., the larger schizonts were detected not only in caecum and upper colon but is lo

wer colon and rectum, suggesting that the growth area is expanded by repeated infection.

The OPG value increased almost in proportion to the number of sporulated oocysts given

to the mice at the range of 10-500 oocysts per mouse.

As a result of examining the data obtained by previous workers, these findings, particu

larly the morphorogical ones on oocyst and merozoite and the ones on growth area, suggest

that the parasite isolated in the present study is Eimeria falciformis.

( 25 )
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Nucleus；ＰＯ：Pariedorganelle；ＭＮ：MicronemeMLMitochondrionNotewell-developed

organelles，particularlymicroneme（×5,000)．

AnothermicrographshowingschizontAorscｈｉｚｏｎｔＢｏｎ５ｔｈｎａｙｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎＮ：Nuc‐
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ExplanationofFigures

Ｆｉｇ．１３MerozoitesinintestinallumenreleasedfromschizontB

Fig、１４Aviewofuppercolonexhibitingschizogonyon5thdayofinfection、

Ｆｉｇ．１５Amulti-infectedcell、

Ｆｉｇ．１６Ａｃｅllshowingthreematureschizonts、

Ｆｉｇ．１７Ｍｅｒｏｚｏｉｔｅｓｉｎｔｈｅｆｅｃｅｓｏｎ６ｔｈｄａｙｏｆinfection・

Ｆｉｇ．１８Anotherviewofmerozoiｔｅｓｉｎｔｈｅｆｅｃｅｓｏｎ６ｔｈｄａｙｉｎｆｅｃｔｉｏｎ・
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Ｆｉｇ．２３AnelectronmicrographofschizontＣｏｒｓｃｈｉｚｏｎｔＤ（×6,000)．

Fig24AnothermicrographofschizoｎｔＣｏｒｓｃｈｉｚｏｎｔＤＮｏｔｅｒａｔｈｅｒｐｏｏｒｄｅvelopmentoforga‐

nelles，particularlymicroneme，

Ｆｉｇ．２５Amacrogametocyteof7thdayofinfection，

Ｆｉｇ．２６Anotherviewofmacrogametocyteoｎ７ｔｈｄａｙｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎ，
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（２７）



154

'１１，，雪kil11l1l1lilIiiiillI
1IIMIIL＆

ExplanationofFigures

Amicrogametocyteon7thdayofinfection，
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MLMicrogametocyte・

Gametocytesintheepithelialcellｅｓｏｆｔｈｅｃｏｌｏｎｏｎ７ｔｈｄａｙｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎ．

AnelectronmicrographofmicrogametocyteN：Necleus；ＣＥ：Centriole・
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AnothermicrographofmicrogametocyteAM：Amylopectingranule

(×１２，０００)．
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